
U-50議会
一般質問の➡
動画はコチラ8名が一般質問 P7 全員協議会

委員会活動報告 P12 小学6年生
議会を傍聴して P16
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シアトル中学生
ウェルカムパーティー

6月27日邪気払い
神事に

oh my god !
ケロッグミドルスクールとの交流も6回目を迎え、　
今年は日南町の伝統芸能「福栄かしら打ち」を披露。
25名の生徒は、驚きの中にも笑顔があふれた。
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SEMINAR U-50議会

「議会は何をしているか分からない」との声
をよく耳にします。
議会は町長の提案、運営に対し可否を決定する権利
を与えられています。そのための調査、質問、提案を
行い判断します。
今年度も町民参加型の、町長に直接質問する機会を
企画し、議会が身近なものになることを目指します。

開催日
場　所

令和7年 11月30日(日) 
日南町役場 議場

議員選出 自薦及び町内団体からの推薦
募集人数
募集条件
募集締切 令和7年8月29日（金）予定

18歳以上50歳未満の方
最大10名

内　　容 一般質問形式（持ち時間は執行部答弁と再質問を含め1議員30分予定）
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現在、日南町議会議員の平均年齢は67歳。50歳以下の議員がいません。
若い世代の視点や意見を必要としています。

町民の声

※U-50…50歳未満の方

お問い合わせ・参加申込はこちら 日南町役場議会事務局
〒689-5292 鳥取県日野郡日南町霞800番地

TEL 0859-82-1900　　　s0800@town.nichinan.lg.jp

参加者
募集

地域の課題に
興味がある

町長に直接
伝えたい

自分の意見を
発信したい

そんなあなたのご参加を
お待ちしています。

目 的

U-50議会に向けて セミナーを行いますU-50議会に向けて セミナーを行います
9月および10月に 2～3回程度を予定
◆関心のあること(困りごと、町の課題等)の拾い出し
◆質問内容について勉強会、必要に応じて資料請求、現地調査
◆質問内容の整理　
◆質問通告書の作成とリハーサル
◆グループ、お子様連れでの参加大歓迎

青戸 敏朗さん
（折渡）

あ お と とし ろ う

確かに議会も高齢化している
ので、50歳以下の人の声を聞
くことには意義がある。農業
議会とか、福祉、環境議会な
どテーマを絞った議会も面白
いのでは。地域によって特色
ある意見が期待でき、地域課
題が浮き彫りになるのでは。

松浦 梨香さん
（矢戸）

ま つ う ら り　 か

若い人の意見を聞こうとする姿
勢はいいと思うけど、若い人は町
の動きを自分事として捉えている
人が少ないと感じます。自分も
40代だけど、もし振られたら返答
に困ります。そういった意味でも、
こんな取組みで興味を持つきっ
かけになったら良いと思います。

田邊 圭子さん
（福塚）

た な べ け い こ

仕事・子育て等、日々様々な問
題と向き合っておられる世代
からの提案は、より身近な生
活の中の不具合を改善してい
けるチャンスだと思います。
話せて良かったと感じられる
即効性のある議会になること
を期待しています。

U-50 議 会 U-50 議 会
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審 議 結 果 補 正 予 算

全会一致で可決した議案

賛成少数で否決した議案

条例・補正予算などの審議結果
令和7年度
補正予算

一般会計補正予算（第2号）

国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

条例の
一部改正

日南町特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例

発　議 地方財政の充実・強化を求める意見書提出
について

決　議 行政調査特別委員会の設置に関する決議

その他

字の区域の変更について

財産の取得について（日南町営バス
車両購入　29人乗り）

財産の取得について（日南小中学校
児童・生徒用タブレット端末）

人権擁護委員候補者の推薦にあたり
議会の意見を求めることについて

米をはじめとする国産食料の増産、食料自給率の向上、農業への支援強化を求める意見書提出について

反対 岩﨑昭男 議員

　生産者の思いを国や消費者に伝えることは大事で
あるが、日南町議会で議論したものではなく議会と
して提出するべきではない。

（大西、櫃田、荒木、岩﨑、高橋、近藤）

賛成 岡本健三 議員

　米の生産費と販売価格の差額を政府が補填する制
度を作った上で、計画的に増産すべき。無駄な輸入
はやめ、食料自給率向上のため国の予算を増やすべ
きである。 （荒金、岡本）

消費税減税とインボイス廃止を求める意見書提出について

反対 荒木 博 議員

　物価高対策として消費税を5％に減税する政策よ
りは、困窮する人に直接支援する現金給付の方法が
有効である。

（大西、櫃田、荒木、岩﨑、高橋、近藤）

賛成 荒金敏江 議員

　社会保障は所得の再配分で全ての人の安心と生活
の安定を支えるもの。生活が苦しい人も等しく払う
消費税は５％に減税し、減税し続けてきた法人税を
もとに戻すべきである。 （荒金、岡本）

請願・陳情の審議結果
提出のあった請願・陳情は6月定例会の本会議で審議した結果、次のとおり
決定しました。なお、賛成・反対とあるのは、原案に対する討論です。

案件 採択結果 審査意見（要旨）

請願第1号
一日も早く選択的夫婦別姓の導入をするよう
政府に求める請願
提出者：新日本婦人の会鳥取県本部
　　　　会長　岡本裕子

不採択

　現在、国会では、選択的夫婦別姓制度の導入
をめぐって審議が進められており、早期の法整
備を求める意見がある一方、旧姓の通称使用の
拡大で対応できるとする意見もある。導入を性
急に求めることは適切ではない。

反対 大西 保 議員

　選択的夫婦別姓については、今国会で審議され
ており、十分な議論と国民の理解が必要である。

（大西、櫃田、荒木、岩﨑、高橋、近藤）

賛成 岡本健三 議員

　家族心理学の専門家によると、親子の姓名が違っ
ても子どもへの影響はない。今の制度は、人権の面
からも問題である。（荒金、岡本）

案件 採択結果 審査意見（要旨）

陳情第3号
地方財政の充実・強化を求める陳情
提出者：自治労鳥取県本部
　　　　執行委員長　三浦敏樹 ほか1名

採択
(全会一致)

　地方自治体が安定的かつ持続可能に行政運営
を行うためには、地方財政の一層の充実と安定
的な財源の確保が不可欠であり、この陳情の願
意は妥当であると認められる。

反対
賛成

陳情第3号は採択し、日南町議会から意見書として国に提出しました。
※購入するバスの色は、現在の町営バスと同じです。

山上線の中型バスを石見線で運行し、
山上線はマイクロバス(29人乗り）で
運行する。

除雪機械売却費の増額と、防災安全交
付金の交付額が当初予算を2975万円
上回る配分になったため、事業の見直し
を行う。
令和６年度末に発生した町道日南邑線
路肩崩落、町道蛇巻線法面崩壊の早期
の復旧を図るため起債事業を実施。

青戸 和子（多里）
（任期は令和8年1月1日から令和10年12月31日）

町営バス車両
マイクロバス１台購入

車検はどの業者で行う予定か。
車検漏れ対策を継続しているか。
車両を納入する鳥取西部農業協同組合の
予定。車検漏れ
対策チェックを
続けている。

問

答

万円1323

　一般質問では８名の議員が登壇し、町政運営の課題や方向性など活発な議論を展開しました。
　執行部から提案された字の区域変更、条例の一部改正、財産の取得、令和７年度一般会計・
国民健康保険特別会計補正予算、人権擁護委員候補者の推薦など全７議案は原案のとおり可決
しました。

日南小中学校児童･生徒用
タブレット端末更新 184台
県内自治体で共同購入するが、
購入台数と、入札方法は。
タブレット端末２万１千台。
プロポーザル方式で２社が参加した。

問

答

万円1013

人権擁護委員候補者の
推薦を同意

生活保護法の
基準改定に
伴うシステム改修委託費
システム改修が各課から出されるが、
委託ではなく町で改修できないのか。
ガバメントクラウドに移行した後も、
システム改修が必要となるのか。
町単独での改修は無理。
ガバメントクラウド移行後も必要となる。

問

答
万円7502

万円165 道路維持管理事業

補正予算･財産取得
などをチェック

ここに
注目!! 補正予算

ここに
注目!! 財産の取得

人事案件

6月10日～6月17日(8日間)
6月定例会
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委 員 会 構 成一 般 質 問
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質 問 者 質 問 事 項 ページ

櫃
ひつ

田
だ

洋
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一
いち 生山城（亀井山城）登山のねらい

CIRの活動　　NDSでまちの活性化 7

荒
あら

木
き

博
ひろし

中心地域（大田原）整備
8

近
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藤
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仁
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志
し 令和の米騒動　　日南町農業の将来展望

下谷中山鉄山跡発掘調査と今後

岩
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﨑
さき

昭
あき

男
お 予算審査意見に対する対応　　種苗費助成のあり方

サルの追い払い体制整備事業　　スマート農業関連事業の進捗状況
9
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江
え 農地を耕作放棄地にしないために　　ごみの減量化

日南病院がめざすこと
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外国人材育成雇用
10
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三
ぞう 日南町の林業の現状と課題　　上下水道料金

消費税減税とインボイス廃止 11

町政のここが
聞きたい 一般質問 各議員のQRコードで

一般質問のYouTube
動画をご視聴いただけます。

各議員40分の質問持ち時間（答弁時間は含まない）で、
町長や教育長に町政全般について直接問いただします。

櫃田洋一�議員

問
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員　
櫃
田
洋
一

　
　
委　
　
員　
荒
金
敏
江

　
　
委　
　
員　
荒
木　
博

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
櫃
田
洋
一

　
　
副
委
員
長　
高
橋
洋
志

　
　
委　
　
員　
大
西　
保

　
　
委　
　
員　
荒
金
敏
江

　
　
委　
　
員　
岡
本
健
三

　
　
委　
　
員　
近
藤
仁
志

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
近
藤
仁
志

　
　
副
委
員
長　
荒
金
敏
江

　
　
委　
　
員　
岡
本
健
三

　
　
委　
　
員　
荒
木　
博

　
　
委　
　
員　
岩
﨑
昭
男

　
　
委　
　
員　
高
橋
洋
志

議
会
運
営
委
員
会

　
　
委
員
長　
大
西　
保

　
　
副
委
員
長　
荒
木　
博

　
　
委　
　
員　
櫃
田
洋
一

　
　
委　
　
員　
岩
﨑
昭
男

　
　
委　
　
員　
近
藤
仁
志

新
し
い
議
員
構
成

議席と委員会構成がかわりました
議員の任期も2年経過し、後半期に入ります。また、常任委員会の任期は２年と定め
られており、委員会の編成も新たになりました。令和７年５月９日の臨時会で、議席
と委員会構成の変更を行い、心機一転、後期２年の議会体制がスタートしました。

新体制
スタート
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一 般 質 問 一 般 質 問

町
長

平
成
16
年
4
月
1
日
か

ら
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で

で
、
そ
の
後
は
1
年
ご
と
の
自

動
更
新
で
現
在
に
至
る
。

問

契
約
が
終
了
し
た
場

合
、
土
地
上
の
建
造
物
を
ど
の

よ
う
に
処
分
す
る
の
か
。

町
長

契
約
に
は
、
契
約
終
了

時
の
条
件
が
明
記
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
こ
れ
か
ら
協
議
を
開

始
す
る
。

問

㈱
ウ
ッ
ド
カ
ン
パ
ニ
ー

ニ
チ
ナ
ン
の
施
設
で
、
D
W
フ

ァ
イ
バ
ー
の
製
造
を
し
て
い
る

が
、
木
材
団
地
へ
の
移
転
は
。

町
長

中
心
地
開
発
に
合
わ
せ

た
対
応
を
い
た
だ
く
よ
う
協
議

し
て
い
る
。

問

旧
プ
レ
カ
ッ
ト
用
地
の

賃
貸
契
約
が
令
和
8
年
度
に
終

了
す
る
。
今
後
の
用
地
活
用
に

つ
い
て
。

町
長

公
園
整
備
や
病
院
建
設

用
地
の
一
つ
と
想
定
し
て
い

る
。
契
約
の
更
新
は
行
わ
な
い

つ
も
り
。

問

契
約
で
は
第
12
条
の
規

定
に
よ
り
原
状
回
復
と
な
っ
て

い
る
が
。

町
長

原
状
回
復
で
の
返
還
が

基
本
で
あ
る
が
、
柔
軟
な
対
応

も
想
定
。
双
方
で
合
意
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
J
A
鳥
取
西
部
と

協
議
を
進
め
て
い
く
。

問

国
産
材
製
材
施
設
用
地

と
し
て
、
町
が
貸
し
付
け
た
土

地
の
契
約
期
間
は
。

問

問

答

答

令和の米騒動をどのように捉えているか

大田原地区の用地活用について

農業に関心と理解を深める良い機会になった

公園整備や病院建設用地の
候補地の一つである

近藤仁志�議員動画は
コチラ

荒木　博�議員動画は
コチラ

有効活用が求められる旧プレカット用地

問

問

答

答

苗費助成は農協生産部に限定すべきでない

小規模・家族経営農家を含め
所得補償を求めるべき

小規模農家へは新たな支援策を検討する

当地域では小規模農家への支援も必要

岩﨑昭男�議員動画は
コチラ

荒金敏江�議員動画は
コチラ

が
な
い
。

町
長

こ
れ
ま
で
は
人
手
の
確

保
が
で
き
な
か
っ
た
。
再
度
、

指
定
管
理
者
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
今
年
度
実
施
の
見
通
し
が

つ
い
た
。

問

R
T
K
（
高
精
度
な
衛

星
測
位
技
術
）
を
使
っ
た
ド
ロ

ー
ン
の
自
動
操
舵
実
証
実
験
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

農
林
課
長

秋
に
向
け
て
事
業

参
加
者
の
募
集
を
行
い
、
座
学

の
開
催
、
実
地
で
の
飛
行
試
験

を
行
う
予
定
。

問

募
集
方
法
と
、
R
T
K

装
置
の
確
保
は
。

農
林
課
長

ド
ロ
ー
ン
を
所
有

す
る
経
営
体
に
声
掛
け
を
す

る
。
装
置
は
リ
ー
ス
方
式
で
対

応
す
る
。

農
林
課
長

県
と
ど
の
事
業
で

取
組
む
か
協
議
を
進
め
て
い

る
。
来
年
度
事
業
で
向
か
い
た

い
。問

国
史
跡
指
定
の
要
件

は
、
ど
の
範
囲
の
調
査
を
求
め

ら
れ
て
い
る
か
。

教
育
長

下
谷
中
一
帯
に
関
連

施
設
が
散
見
さ
れ
、
大
き
な
鉄

山
跡
で
あ
っ
た
と
証
明
で
き
る

と
指
導
委
員
会
の
意
見
を
い
た

だ
い
た
。

地
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。

問

国
は
大
規
模
化
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
小
規
模

農
家
も
含
め
、
再
生
産
で
き
る

所
得
補
償
を
求
め
て
い
く
べ

き
。
町
と
し
て
も
で
き
る
こ
と

を
。町

長

小
規
模
農
家
を
含
め
、

意
欲
を
も
っ
て
再
生
産
で
き
る

状
況
を
望
み
た
い
。

問

出
張
診
療
所
や
米
子
へ

の
通
院
が
難
し
い
人
へ
の
支
援

も
考
え
る
べ
き
。

町
長

い
ろ
ん
な
場
合
が
考
え

ら
れ
る
。
検
討
す
る
中
で
の
意

見
と
し
て
受
け
止
め
る
。

問

令
和
7
年
度
か
ら
、
種

苗
費
助
成
の
対
象
か
ら
ト
マ
ト

苗
が
除
外
さ
れ
、
さ
ら
に
購
入

先
が
農
協
生
産
部
に
限
定
さ
れ

た
。
農
協
以
外
へ
出
荷
・
販
売

し
て
い
た
小
規
模
農
家
か
ら
は

困
惑
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
助
成
対
象
か
ら
外
れ
た
農
家

へ
は
種
苗
費
助
成
を
継
続
す
べ

き
で
あ
る
。

町
長

苗
種
費
助
成
に
代
わ

り
、
小
規
模
農
家
の
や
り
が
い

に
つ
な
が
る
支
援
を
検
討
す

る
。
道
の
駅
の
野
菜
供
給
体
制

を
強
化
し
、
夏
野
菜
の
庭
先
集

荷
や
買
い
取
り
方
式
導
入
な
ど

で
、
販
売
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
、「
稼
ぐ
農
業
」
を

目
指
す
。

問

庭
先
集
荷
の
仕
組
み
づ

く
り
は
、
道
の
駅
指
定
管
理
者

の
令
和
5
年
度
事
業
計
画
に
上

が
っ
て
い
た
が
、
一
向
に
動
き

問

政
府
は
備
蓄
米
の
随
意

契
約
に
よ
る
放
出
な
ど
、
世
論

の
鎮
静
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
。町

長

５
㎏
2
0
0
0
円
程
度

を
目
標
と
し
た
水
準
を
実
現
し

た
こ
と
は
、
消
費
者
の
意
向
に

沿
っ
た
も
の
で
評
価
で
き
る
。

　
農
業
に
関
心
と
理
解
を
深
め

る
機
会
に
な
っ
た
一
方
で
、
適

正
生
産
者
米
価
な
ど
、
米
政
策

の
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
と
考

え
る
。

問

第
三
期
日
南
町
総
合
戦

略
（
素
案
）
で
、
地
域
商
社
の

設
立
の
検
討
が
示
さ
れ
て
い
る

が
目
的
は
。

町
長

地
域
資
源
を

ブ
ラ
ン
ド
化
し
、「
地

域
の
稼
ぐ
力
」
を
高

め
た
い
。

問

離
農
農
地
の

受
け
手
不
足
が
耕
作

放
棄
地
増
加
の
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　
受
け
手
対
策
と
し

て
、
広
域
化
に
よ
る

機
械
、
設
備
の
充
実

を
求
め
る
要
望
が
出

さ
れ
た
が
。

問

米
不
足
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
要
因
は
。

町
長

減
反
政
策
や
高
齢
化
と

担
い
手
不
足
に
よ
る
生
産
減
、

需
要
急
増
な
ど
の
結
果
と
考
え

る
。問

大
豊
作
で
コ
メ
が
余
る

と
減
反
を
進
め
、
凶
作
な
ら
米

を
輸
入
す
る
な
ど
、
自
給
率
軽

視
の
農
政
の
結
果
だ
と
思
う
が
。

町
長

農
政
の
改
革
が
検
討
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
動
向
に

期
待
し
た
い
。

問

高
齢
な
ど
で
稲
作
を
や

め
た
い
が
耕
作
を
続
け
て
く
れ

る
人
が
見
つ
か
ら
ず
に
困
っ
て

い
る
と
の
話
を
聞
く
。対
策
は
。

町
長

地
域
、
近
隣
で
対
応
。

担
い
手
不
足
対
策
と
し
て
、
新

規
就
農
支
援
や
多
分
野
で
の
土

苗代補助から
選果場利用補助へ移行

いつまで稲作を続けられるか…

下
谷
中
鉄
山
跡

ス
マ
ー
ト
農
業

日
南
病
院
が
め
ざ
す
事

店頭に並ぶ銘柄米（米子市内6月16日）
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一 般 質 問

問問

問

答答

答

病院方針決定の進捗状況は基準通りの繰入で
水道値上げを見送れるのでは

高校生通学費等助成の補助率の見直しは

概ね計画通り進んでいる国の繰入基準に従う

今のところ補助率をあげる考えはない

大西　保�議員岡本健三�議員 動画は
コチラ

動画は
コチラ

高橋洋志�議員動画は
コチラ

問

消
費
税
を
５
％
へ
減
税

し
た
と
き
、
町
財
政
へ
の
影
響

は
。町

長

地
方
消
費
税
の
歳
入
が

約
５
0
0
0
万
円
減
で
歳
出
は

約
9
5
0
0
万
円
減
。
支
出
減

が
大
き
い
。

問

消
費
税
は
低
所
得
者
に

負
担
が
重
く
、
一
方
で
大
企
業

は
十
分
な
負
担
能
力
を
持
つ
が
。

町
長

減
税
す
る
な
ら
地
方
交

付
税
が
減
ら
な
い
よ
う
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

問

病
院
留
学
生
２
名
の
奨

学
金
の
保
証
人
は
。

病
院
事
業
管
理
者

母
国
に
い
る

留
学
生
の
親
で
あ
る
。

問

４
月
に
モ
ン
ゴ
ル
ゾ
ー

ン
モ
ド
新
市
長
と
の
ウ
ェ
ブ
会

議
を
さ
れ
た
が
、
過
去
に
来
町

し
た
市
会
議
員
の
参
加
は
。

町
長

市
長
と
通
訳
の
み
で
あ

っ
た
。

問

日
南
福
祉
会
で
現
在
働

い
て
い
る
外
国
人
の
方
の
日
本

語
検
定
は
何
級
か
。
ま
た
、
在

留
資
格
及
び
期
間
は
。

福
祉
保
健
課
長

４
級
で
あ
る
。

特
定
技
能
に
切
替
え
、
今
年
の

１
月
か
ら
５
年
間
の
在
留
資
格

に
な
る
。

問

地
元
企
業
利
用
要
請
、

ま
た
地
元
従
業
員
採
用
に
む
け

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
か
。

町
長

機
会
が
あ
る
ご
と
に
地

元
事
業
者
の
活
用
を
働
き
か
け

て
い
る
。
ま
た
、
地
元
雇
用
の

意
向
も
聞
い
て
い
る
が
、
具
体

的
求
人
条
件
等
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。

問

大
宮
地
域
住
民
の
中
心

地
へ
の
利
便
性
向
上
と
企
業
の

動
線
確
保
の
た
め
、
町
道
生
山

印
賀
線
を
県
道
と
す
る
よ
う
依

頼
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

町
長

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

問

水
道
の
高
額
料
金
対
策

の
繰
入
を
す
れ
ば
値
上
げ
を
見

送
れ
る
の
で
は
。

町
長

国
の
基
準
に
準
じ
て
繰

入
を
数
値
化
す
る
。

問

耐
震
化
工
事
な
ど
へ
の

予
算
措
置
を
国
へ
求
め
て
は
。

町
長

簡
易
水
道
の
全
国
組
織

に
加
入
し
要
望
し
て
い
る
。

問

理
容
・
美
容
店
な
ど
へ

の
下
水
道
料
金
の
加
算
は
負
担

が
大
き
い
。
減
免
し
て
は
。

町
長

使
用
人
数
の
算
定
が
困

難
な
の
で
一
律
の
負
担
が
必
要
。

問

森
林
経
営
計
画
が
未
策

定
の
私
有
林
に
つ
い
て
、
山
主

の
希
望
は
。

町
長

意
向
調
査
の
結
果
、
回

答
者
2
6
2
人
中
84
人
、
32
％

が
管
理
委
託
ま
た
は
譲
渡
を
希

望
し
て
い
る
。

問

開
設
さ
れ
た
作
業
道
の

う
ち
補
助
金
を
受
け
て
い
る
の

は
お
よ
そ
３
分
の
１
だ
け
だ
が
。

町
長

補
助
金
取
得
に
は
測
量

が
必
要
で
、
時
間
を
要
す
る
。

施
業
を
優
先
し
て
い
る
。

問

新
病
院
建
築
の
方
針
決

定
時
期
が
１
年
遅
れ
、
今
年
の

９
月
末
と
な
っ
た
が
、
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。

町
長

概
ね
計
画
通
り
に
進
ん

で
い
る
と
考
え
る
。

問

町
民
と
の
対
話
の
状
況

は
。町

長

５
月
以
降
百
歳
体
操
会

場
を
中
心
に
７
カ
所
80
名
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
今
後
も
各

種
団
体
に
出
向
い
て
行
く
予
定
。

問

現
時
点
で
の
最
大
の
課

題
点
は
。

町
長

厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

病
院
の
規
模
・
機
能
を
ど
う
し

て
い
く
か
。
近
隣
病
院
と
の
連

携
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
が

課
題
で
あ
る
。

問

道
の
駅

裏
と
文
化
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
の

２
候
補
地
で
選

定
す
る
の
か
。

町
長

２
候
補

地
で
選
定
す
る

気
持
ち
で
あ
る
。

問

補
助
金
要
綱
は
、
見
直

し
が
行
わ
れ
て
き
た
か
。

教
育
長

平
成
30
年
度
か
ら
単

町
の
み
で
こ
の
事
業
を
ス
タ
ー

ト
し
令
和
２
年
に
県
補
助
事
業

が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
補

助
事
業
を
ベ
ー
ス
に
町
独
自
の

施
策
を
追
加
し
見
直
し
を
行
っ

て
き
て
い
る
。

問

子
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周辺自治体との水道料金の比較 福祉会で働くアイリーンさん

外
国
人
材
雇
用

フ
ァ
ロ
ス
フ
ァ
ー
ム
㈱

に
対
す
る
対
応

消
費
税
減
税

林
業
の
現
状
と
課
題

農場造成工事始まる

一 般 質 問

　「繰入」は一般会計と特別会計や事業会計、
基金との間のお金のやりとりを指す言葉で
す。例えば、一般会計の特定の事業にあてる
ため、基金から一般会計への繰入が行われる
ことがあります。
　ところで日南町では、簡易水道、下水道、
病院の３つの事業会計に公営企業会計と言わ
れる手法を導入し、経営の効率化などに努め
ています。これら公営企業会計で実施する事

業のいくつかについて、一般会計からの繰入
の基準が国によって定められています。例え
ば、上水道事業では消火栓の管理に要する経
費を一般会計から繰入れるとされています

（令和７年度の総務省通知）。
　そうして繰入れた予算の一部について国か
ら地方交付税が措置され、事業会計への繰入
による地方自治体の財政への影響を緩和する
仕組みになっています。

国税

地方交付税
措置

国基準の
繰入

一般会計
簡易水道、下水道、病院
【公営企業会計】

用語解説 公営企業会計への繰入と地方交付税公営企業会計への繰入と地方交付税

日南町の財政
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空き家等リノベーション創業支援事業（令和6年度事業）日南町森林・林業教育拠点整備予定地

木質バイオマス事業候補地

介護・福祉人材育成プロジェクト　寮及び研修施設等拠点整備予定地

総務教育常任委員会　4月11日、6月12日、6月24日 開催経済福祉常任委員会　4月11日、6月12日、7月2日 開催

　この補助事業は、誘客を目的とした空き家等のハード整備に
対して支援することにより、空き家等の利活用の促進、観光収
入等の増加、関係人口の増加、UIターンの促進につなげるこ
とを目的とする。

　遊休施設であるかすみ荘を改修し、「にちなん中
国山地林業アカデミー」の運営拠点として講義室も
兼ねた単身用住宅を整備する。

　町有遊休資産の活用を図ることを目的に進出事業者を募集し
たところ、㈱岡西建設（岡山市）から旧三本松農場（花口）を
木質バイオマス発電用地として活用したいとの提案があった。
　地元自治会からの意見を踏まえ、協議・検討を継続し、本年
度中に建設の可否を決定するとの説明を受けている。

　日南福祉会への就労を目指す人材（外国人含む）
を育成・確保するための寮及び研修施設等の拠点整
備（土地造成、本体工事）を行う。

県営住宅の移管（建設課）

　以前より協議されている県営住宅の移管
について調査した。

中山間地域等特別支払制度（農林課）

　今年度より中山間地域等直接支払い交付金制度の第６期が始まり説明を受けた。

１．対象農用地の見直し
交付対象農用地を農振農用地区域内及び地域計
画区域内の農用地とする。

２．体制整備の単価の見直し
・�交付単価10割交付の要件として、5年間の間に
「ネットワーク化活動計画の作成」を行うこと。
※�ただし、10ha以上の協定は、単独で計画作成
が可能。10ha未満については、①10ha以上

のネットワーク化②10ha以上の統合などの計
画を作成する必要がある。

３．加算措置の見直し
・�「ネットワーク化加算」の創設
・�「スマート農業加算」を新設
　　（ドローン、ラジコン草刈り機等）
４．交付単価の変更はなし

生山駅案内所等の運営状況
（地域づくり推進課）

テレビでつながる日南町のサービス構築事業
（地域づくり推進課）

　4月28日からJR生山駅内の旧売店を案内
所として開設。利用状況について調査した。

　ケーブルテレビを使って情報提供するシス
テムの実証実験について調査した。

●�利用状況　4月28日から5月11日
　・駅利用者人数899人　・案内件数68人
●�問 題 点　最近の案内件数は2日に1人程度に
減少したため、有人対応は10時～14時とし、
それ以外はインターホンにて対応とした。

問　�案内所で事務をすれば有人対応できるのでは。
答　�パソコンが使える環境を整備する必要があ
る。今後の利用状況等を見ながら検討したい。

●�端末設置の状況
　68ヶ所（個人宅59世帯、公共施設9ヶ所）
●�サービス別アクセス数（R7.2.13～R7.3.24)
　�ちゃんねる日南161回、防災無線141回、
　広報にちなん53回、ごみカレンダー 25回

問　�この端末を使わなくてもスマホで情報を得
られる。この事業の趣旨が見えない。

答　�高齢者などの情報弱者への対策でもある。

1．県の方針
・�建設後10年経過した団地は、土地、建物共
に無償で市町に移管することを協議。

2．管理代行団地及び入居状況（R7.6.10現在）
・�伯南第一団地（三栄）　H10年度建設
　10戸（8戸入居中）
・�伯南第二団地（霞）　　H9年度建設
　5戸（4戸入居中）
３．今後のスケジュール
　　R7.7　入居者説明　
　　R7.7～R8.1　移管前は県費による修繕
　　R7.8　譲渡仮契約
　　R8.2　県から町への無償譲渡を県議会に附議
　　R8.4　県から町へ移管

委 員 会 報 告委 員 会 報 告

新日野上小水力発電所FIT事業
（環境エネルギー課）

●�事業主体　株式会社 ILL-NATIONS（イルネーションズ）
●�補助金額　500万円（上限）
●事業内容　�シェアハウスを開設するにあたり、屋根の修繕、
　　　　　　上下水道の整備、トイレ修理などを実施。

●�単身用住宅に関して既存の間取りを有効に活用し、
　学生数と同じ部屋数にするべきと提案した。

●�視察の結果、駐車場車庫の隣地の方が条件が良いと
　判断した。
●�本体設計内容について部屋数等の設計変更を提案した。

　㈱日南町小水力発電公社所有の「新日野上小水力発
電所」を京葉ガスエナジーソリューション㈱と共同運
営する計画の収支予測を中心に調査を行ったが、以下
の意見を持って再度検討することとなった。

●�公社はゴム堰の改修および管理をするが、収入は協力金
4千万円（20年間の総額）しかないため将来の経営が見
通せない。

●�公社の経営が黒字化するのは共同運営開始から43年目
からである。20年程度で経営を安定化させるべき。改修が予定されるゴム堰

現地
調査

現地
調査

解体

令和29年度令和30年度

令和８年４月 町へ移管

第一団地

設計・施工

解体または払下げ解体または払下げ
中心地域構想に
基づき跡地の活用

第二団地

レッド区域にある1戸解体

令和９年度（築後30年）

改修し継続使用
（単町費）

※リフォームを実施
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新しい宿舎の位置

全 員 協 議 会

中心地域及び住宅政策調査特別委員会
4月18日、5月9日、6月13日開催

委 員 会 報 告

基本的な考え方

町民との意見交換（百歳体操会場で）

病床規模と事業費の試算

将来患者数の予測

介護職員の宿舎施設整備（福祉保健課）

新病院基本計画見直しの経過（日南病院）

●�日南福祉会で就労を目指す介護・福祉人材（国籍は問わない）
の育成を目的とする。

●�ミャンマー人などを対象に計画的な受け入れ、育成を行う。

問　�介護福祉士の国家試験に外国人が合格するのは難しいので
は。

答　�今年度から試験を３つの部分に分け、２年間に渡って試験
を受けられるようになり、資格がとりやすくなった。

問　�築山を削り、駐車場を確保することと、正面玄関に車イス
乗降用の屋根をつけるとの提案をしたが。

答　�駐車スペースは確保したい。屋根については、今後精査する。

バイオマス発電所視察報告及び地元報告会・経過
（総務課、環境エネルギー課）

●�旧三本松農場で検討中のものと同型で稼働中の㈱ネ
オナイト製発電設備の視察報告。
・日　　時：４月11日（金）
・視 察 先：二川工業株式会社（福島県須賀川市）
・参 加 者：�神戸上自治会長、森林組合長、町長、
　　　　　　町職員５名
・視察結果：�同規模のバイオマス発電設備を旧三本松

農場に設置した場合、環境的な影響はほ
とんどないと認められる。

・�施設内においては昼も夜も大きな音がしていたが、
施設外では音は小さくなり、夜間は施設から100m
離れると音は全く聞こえない。�異臭等もない。

・�原木等が地面に直置きされているため、雨等により
木から液等が染み出る可能性はあった。

●�視察後の経過
４月27日（日）
視察の地元報告会（石見地域振興センター）
５月２日（金）
神戸上、花口自治会長が町長と面談、回答。
「現時点で自治会としての賛否は言えない」
「焦らなくても良いのではないか」
「�一人でも反対があれば自治会として賛成はで

きない」
＊継続協議の機会を設けることとなった。
今後の取り組み
　地元の十分な理解が得られていないので、協
議や検討を継続したうえで、令和７年度末まで
に判断したい。

●�６月11日迄に９カ所で98人の参加があった。
●�病院の必要性を感じて応援する方が多い。
●�建設規模縮小も必要との声が多い。
●�「整形外科、小児科は回数増」「眼科、耳鼻科、
　皮膚科は週１回はないと困る」との意見が多い。
●�今後、まだ訪問していない地域の百歳体操や子育
て世代との意見交換を予定している。

問　�具体的なたたき台を準備して説明しては。
答　�９月の方針決定でたたき台ができる。その後も
意見交換を続ける。

問　�事業所へも出向いては。
答　�町報で意見交換の募集をしている。検討する。

●�試算の前提
　・本体建築工事：１床あたり80㎡、70万円/㎡
　　その他経費：９億９千万円
●�試算の結果
　・�30床で28億円となり、事業費限度額（30億円）

内で建設可能な規模は30床となった。
　・�30床2階建の図面を作成したところ、診察室数

の不足、倉庫・機械室不足などの問題があった。

問　�40床、50床の図面も必要では。
答　�図面作成に委託料がかかる。財政と協議中。
問　�限度額30億円に病院の基金や貯金も含むか。
答　�基金、貯金もすべて吐き出して30億である。
有利な起債や補助事業も探している。

●�推計の前提
　・2025年1月入院実績（55.3人/日）を元に推計
　・病床利用率：一般病床85%、療養病床90％
●�患者数と必要病床数の推計結果

　・10年後に50床規模との推計結果であった。
　・�30億円に見合った規模（30床）では対応は難

しい。

問　�規模縮小で収支はどうなるのか。
答　�収入は病床数に比例して減るが、人件費はそ
れほど減らないので、小さいほど悪くなる。

問　�30床では話にならないが。
答　�45～50床が必要。そのための予算をどうす
るか、優先順位をつけた判断が必要である。

問　�長寿命化の検討は。
答　�長寿命化の費用を調査中である。10年後、
日野病院も建替えを考える時期になる。それ
まで日南病院を長寿命化させる選択肢もある。

区　分 2025
現在

2035
10年後

2045
20年後

推計患者減少率 100% 79.9% 61.8%

一般
患 者 数 27.9 22.3 17.2
必要病床 32.8 26.2 20.3

療養
患 者 数 27.4 21.9 16.9
必要病床 30.4 24.3 18.8

合計
患 者 数 55.3 44.2 34.2
必要病床 63.3 50.6 39.1

全員協議会　4月18日、5月9日、21日、6月13日、17日開催

佐木谷養豚場建設の進捗状況
（農林課）

森林・林業教育拠点整備事業について
（農林課）

●�ファロスファーム㈱に対し県より「宅地造成及
び特定盛土等規制法」に基づく許可が下り、土
地造成工事が広島県の建設事業者により５月か
ら始まった。

問　�町道との境のへドロ除去依頼ができないか。
答　要望をしていきたい。

●�「林業先進地域が拡げる! 日南町型フォレスタ
ー育成プロジェクト」が新しい地方経済・生活
環境創生交付金の決定を受けた。
　�かすみ荘を改修し研修棟、林業アカデミーの学
生寮を整備する。軽微な改修により居室数をア
カデミーの定員と同数の12室に、また人流促
進のため入居期間を１年間とする。

あかねの郷

日南病院における「病児・病後児保育」の開始等について
（こども若者未来課）

●�5月20日から、日南病院において、お子様の体調回復をサポートしながら、安心して過ごせる「病児・
病後児保育」を開始した。

１．対象保護者
　　本町に居住又は勤務先がある対象児童の保護者
２．対 象 児 童
�　　�日南病院の診察医が認めた１歳から小学校卒業までの

児童
３．利 用 概 要
　　①預かり場所
　　　日南町健康福祉センター　ボランティア室
　　②利用定員
　　　２名まで　＊病気の内容によりお断りする場合あり
　　③利用日時
　　　月曜日から金曜日の午前８時15分～午後５時まで
　　　＊�土日祝、盆、年末年始、乳幼児健診がある日などは利用できない

病児・病後児保育室

宿舎建設予定地
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議 会 の 傍 聴 議 会 の 傍 聴

議会議会をを傍聴して傍聴して
日南小学校の６年生が、社会科の学習で６月10日（火）に６月定例会の一般質問

を傍聴しました。班ごとに感想や質問が寄せられましたのでご紹介します。
６年生の皆さん、ありがとうございました。これからも町議会に注目してくださ

いね。

6月定例会一般質問を傍聴6月定例会一般質問を傍聴日南町立日南小学校６年生

●  議員の話せる時間が決まっていること
がわかった。
● 議員と町長の二人のやりとりが多かっ

たので、二人が対立しているように見
えた。
●  日南町のためにいろいろな意見を出し

ておられたので、日南町に対しての思
いが強いと感じた。

●  参加者で意見を出し合うと思っていた
が、代表議員と町長の二人でのやりと
りが多かった。

●  手元には、パソコンや資料などが準備
してあった。

● 議場の雰囲気は堅く、真剣な様子が多
かったが、たまに笑顔になる時間があ
った。

●  町長さんが周りの人と相談していた。
得意な分野や専門があることがわかっ
た。

● 議会室のモニターには、制限時間や議
員さんの人数が出ていて分かりやすか
った。
●  話の内容は、「日南町としての考え」

ということだったので、町民が幸せに
暮らせるための話し合いだと感じた。
● 話のテーマが、「お米」の内容だった

ので、ちょうどニュースで話題になっ
ていることを日南町議会でも話し合う
のだとわかった。

● 議場には物が少なく、本当に必要な物だ
けが置いてあると感じた。

● すぐに発言できるように、それぞれの席
にマイクがついていた。

● 机には、名前を書いた札があり、番号も
書いてあった。発言の際は、議長さんが、
番号と名前を呼んでいた。

● 一つの議題にすごく時間をかけて丁寧に
話をしていたように感じた。町長さんは、
周りの人と相談もしていて、周りの人が
町長さんを助けているように見えた。

● 議会に参加している人は、町長さんとど
んな繋がりがあるのか疑問に感じた。

木山柑菜さん・小竹 和さん・西村蓮音さん・古垣内琥珀さん2班

青木志龍さん・上田結葵さん・岸 更紗さん・中村音陽さん3班

小谷茉夢さん・小林愛菜さん・嶋川晴騎さん・原 万莉香さん4班 遠澤勇太さん・片岡逸貴さん・坪倉一平さん・西村隆志さん・原 大智さん・三島悠寿さん1班
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日
南
町
税
条
例
の
一
部
改
正

国
の
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う

も
の
。

●●
日
南
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

国
の
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に

伴
う
も
の
。

●●
除
雪
ド
ー
ザ
８
t
級　
一
台

　
契
約
の
相
手
方

　
根
雨
自
動
車
整
備
㈱

　
契
約
金
額　
１
５
５
7
万
円

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
の
遮
光
用
塗
布
剤

及
び
除
去
剤
な
ど

１
５
０
万
円

問

塗
料
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質

は
、
農
作
物
に
影
響
は
な
い

か
。

答

メ
ー
カ
ー
の
説
明
に
よ
る

と
、農
作
物
に
影
響
は
な
い
。

問

7
年
度
の
事
業
の
み
か
。

答

今
回
は
試
験
的
に
行
う
も
の

で
、
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
組

ん
で
検
証
す
る
。

介
護
人
材
育
成
雇
用
寮
の
設
計
お

よ
び
造
成
工
事

4
0
0
0
万
円

問

造
成
費
用
が
2
0
0
0
万
円

か
ら
2
5
0
0
万
円
に
増
え

た
理
由
は
。

答

駐
車
場
の
造
成
工
事
が
増
え

る
た
め
。

問

建
物
の
所
有
者
は
誰
に
な
る

の
か
。

答

日
南
福
祉
会
の
所
有
物
と
な

る
。

問

建
物
の
維
持
管
理
は
福
祉
会

が
行
う
の
か
。

答

基
本
は
福
祉
会
だ
が
協
議
を

す
る
。

町
道
日
南
邑
線
路
肩
修
繕
工
事
の

測
量
設
計
費

3
0
0
万
円

■
5
月

9
日　
中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策

調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
臨
時
議
会

　
　
　
全
員
協
議
会

21
日　
全
員
協
議
会

30
日　
議
会
運
営
協
議
会

■
6
月

5
日　
議
会
運
営
協
議
会

10
日　
6
月
定
例
会
本
会
議

（
一
般
質
問
）

11
日　
6
月
定
例
会
本
会
議

（
一
般
質
問
ほ
か
）

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会　

12
日　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

13
日　
中
心
地
域
及
び
住
宅
政
策

調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

17
日　
6
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　
全
員
協
議
会

24
日　
総
務
教
育
常
任
委
員
会

■
7
月

２
日　
経
済
福
祉
常
任
委
員
会

3
日　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

7
〜
8
日　
議
員
研
修
1
名

（
滋
賀
県
大
津
市
）

10
日　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

15
日　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

専
決
処
分
の
承
認

財
産
の
取
得

一
般
会
計
補
正
予
算

議
会
活
動
報
告

第
3
回  

臨
時
会

令
和
7
年
5
月
9
日

臨 時 会　 他

人
事
案
件

　
執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た

専
決
処
分
の
条
例
の
一
部
改

正
、
財
産
の
取
得
、
教
育
委

員
会
委
員
、
農
業
委
員
会
委

員
の
任
命
、
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
、同
意
し
ま
し
た
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　
令
和
７
年
４
月
発
行
の
「
議
会

だ
よ
り
」（
1
7
9
号
3
ペ
ー
ジ
）

で
氏
名
の
ふ
り
仮
名
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

　
正
し
く
は
、
小
澤
紬
生
（
こ
ざ

わ
つ
む
ぎ
）
さ
ん
で
す
。

●●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
西
村
卓
也
（
三
栄
）

（
任
期
は
令
和
7
年
5
月
14
日
か

ら
4
年
間
）

●●
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
梅
林
操　
　
（　
霞　
）

　
佐
々
木
幸
喜
（
生　
山
）

　
福
田
英
夫　
（
福　
塚
）

　
嶋
川
克
寿　
（
中
石
見
）

　
塩
見
真
由
美
（
上
石
見
）

　
大
塚
清
子　
（
折　
渡
）

　
坪
倉
完
洋　
（
福
寿
実
）

　
糸
田
川
啓　
（
萩　
原
）

　
足
立
福
子　
（
阿
毘
縁
）

　
足
立
進
也　
（
阿
毘
縁
）

（
任
期
は
令
和
7
年
5
月
19
日
か

ら
3
年
間
）

議 会 の 傍 聴

ハウスの高温対策用循環扇

　議会の傍聴に来てくれてありがとうございました。た
くさんの感想も読ませてもらいました。「代表議員と町
長の二人のやりとりが多かった」という感想、とてもよ
く気づきましたね。あの時間は「一般質問」といって、
議員が町長に対して、日南町をより良くするための質問や提案を1対1で行う時間だったのです。
　議会には他にも、疑問に思ったことを聞く「質疑」や、議案について賛成か反対か意見を述べる「討
論」、そして最後に賛成か反対かを決める「採決」など、色々な場面があります。
　それから「議会は日南町をより良くするためにあるものだと感じた」という意見、とても嬉しく思い
ました。その通り、議会はみんなが住む日南町を、もっともっと暮らしやすい場所にするために活動
しています。
　今回の傍聴をきっかけに、これからも議会のことに少しでも関心を持ってもらえたら嬉しいです。 

（議長　山本 芳昭）

議会から小学生の皆さんへ

お礼とメッセージ

● 議会は、日南町をよりよくするために
あるものだと感じた。
● 発言する前に手を挙げて、「議長。」と

言っていて、学校の授業に似ていると
ころがあると感じた。
● 議長さんが当てた人が発言をするの

で、誰が話す人か分かりやすかった。

● 真剣に話をしてくださっていて、あり
がたいと感じた。
● 話し合いの雰囲気や発言の内容から、

日南町をよりよくしたいという気持ち
が感じられた。
● 議員さんが話せる時間が決まっている

ことがわかった。言いたいことをでき
るだけ短い言葉でまとめて伝えるの
は、大変だと感じた。

大森瑚麻さん・木山汰祐さん・後藤誓語さん・後藤凛香さん・渡邊結月さん5班

遠澤亮太さん・河合馨禾さん・清水快斗さん・三森蔵万さん6班

旨
い
野
菜
の
里
づ
く
り
事
業

道
路
維
持
管
理
事
業

介
護
保
険
事
業

その後、7月11日（金）
議会体験にも

来てくれました。
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に
ち

な
ん

議
会

だ
よ

り
令

和
7

年
7

月
発

行
　

第
180号

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

https://w
w

w
.tow

n.nichinan.lg.jp/gyosei_gikai/

発
行

／
日

南
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
　

印
刷

／
㈲

米
子

プ
リ

ン
ト

社
〒

689-5292　
鳥

取
県

日
野

郡
日

南
町

霞
8

0
0

電
話

（
0859）82-1900　

FAX（
0859）82-1131

真
夏
の
草
刈
り
吹
き
出
す
汗
に

元
気
促
す
褒
美
の
一
杯

影か
げ

山や
ま

春は
る

記き

さ
ん
（
茶
屋
）

U
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け
は

　
父
親
が
4
年
前
に
亡
く
な
り
、
母
の

一
人
暮
ら
し
が
心
配
に
な
っ
た
の
と
、

60
歳
の
節
目
に
な
り
面
倒
を
見
な
い
と

い
け
な
い
か
な
と
奥
さ
ん
に
相
談
し
た

ら
、「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
み
た
い
な

理
解
も
あ
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

以
前
の
仕
事
は

　
高
校
卒
業
後
国
鉄
に
入
社
、
3
年
後

に
民
営
化
に
な
り
、
若
い
者
は
民
間
を

勉
強
し
て
帰
っ
て
来
い
と
い
う
こ
と

で
、
簿
記
の
資
格
を
持
っ
て
い
た
の
で

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
に
出
向
。
2
、
3
年

た
っ
た
頃
、
J
R
に
帰
っ
て
こ
な
い
か

と
打
診
が
あ
っ
た
け
ど
、
い
い
会
社

だ
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
残
り
、
54
歳
で

早
期
退
社
、
そ
の
後
防
犯
カ
メ
ラ
の
会

社
に
6
年
間
勤
め
ま
し
た
。

今
の
職
場
は

　

母
が
百
歳
体
操
の
場
で
、
息
子
が

帰
っ
て
く
る
と
話
し
た
の
を
聞
い
て
、

㈱
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
H
O
S
O
Y
A
の
三

上
社
長
か
ら「
手
伝
っ
て
ご
せ
ん
か
や
」

「
い
い
で
す
よ
」
の
の
り
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
相
手
の
仕
事
に

憧
れ
も
あ
っ
た
の
で
。

奥
さ
ん
は

　

来
な
い
で
す
ね（
爆
笑
）。
自
由
気

ま
ま
に
や
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

　
久
し
振
り
に
今
年
の
お
盆
は
来
る
と

い
う
こ
と
で
、
早
速
航
空
券
を
予
約
し

ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
よ（
笑
）。

　
子
ど
も
が
小
３
で
サ
ッ
カ
ー
を
始
め

た
の
を
契
機
に
、
審
判
員
資
格
を
取
っ

て
20
数
年
間
、
奥
さ
ん
も
行
っ
た
ら
と

言
う
の
で
、
反
省
会
と
称
し
た
飲
み
会

を
目
的
に
試
合
に
帯
同
し
て
い
ま
し
た
。

日
南
町
に
帰
っ
て
再
発
見
し
た
こ
と
は

　
山
の
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
水
路
や

田
ん
ぼ
の
開
拓
な
ど
、
小
さ
い
頃
は
気

に
も
留
め
な
か
っ
た
昔
の
人
の
労
力

や
、
知
恵
に
感
動
し
て
い
ま
す
。
積
雪

も
米
子
と
の
差
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
都
会
に
出
て
事
務
仕
事
一
筋
だ
っ

た
の
で
、
お
米
の
美
味
し
さ
と
か
田
舎

の
自
然
が
好
き
だ
っ
た
と
気
付
い
た
面

も
あ
り
ま
す
。

慣
れ
な
い
仕
事
に
就
い
た
感
想
は

　
農
作
業
で
も
特
に
草
刈
り
は
大
変
。

で
も
褒
美
の
お
酒
を
美
味
し
く
い
た
だ

け
る
喜
び
が
あ
る
か
ら
頑
張
れ
て
い
る

面
が
あ
り
ま
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
っ
た
時
に
、
楽
し

む
こ
と
が
大
事
と
教
わ
り
、
農
業
も
楽

し
も
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
せ

や
る
な
ら
楽
し
ま
な
い
と
。

最
後
に

　

介
護
に
戻
っ
た
つ
も
り
が
食
事
を

作
っ
た
り
、
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て

も
ら
い
、
大
き
な
子
ど
も
が
面
倒
を
見

て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
正
解
で

す（
笑
）。

発
行
責
任
者

議　
長　
山
本
芳
昭

　
連
日
猛
暑
が
続
き
、
農
家
で
は
草
刈

り
で
体
力
を
削
ら
れ
、
高
温
障
害
に
よ

る
品
質
低
下
や
水
不
足
の
懸
念
、
カ
メ

ム
シ
や
い
も
ち
病
被
害
対
策
な
ど
気
苦

労
が
絶
え
な
い
。

　
こ
の
度
の
米
騒
動
は
、
米
の
生
産
、

流
通
の
諸
問
題
を
露
呈
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　
今
年
度
産
米
概
算
金
は
30
年
前
の
米

価
に
戻
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
間
が
安
す

ぎ
、
米
農
家
が
減
り
、
作
付
面
積
が
減

っ
た
。
ま
た
白
米
１
㌔
換
算
に
す
る

と
、
生
産
者
米
価
３
０
０
円
が
店
頭
価

格
９
０
０
円
と
な
る
、
間
に
潜
む
ブ
ラ

ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
。
そ
し
て
価
格
決
定
に

生
産
者
の
実
情
が
反
映
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
等
々
。

　
水
田
農
業
維
持
は
集
落
を
守
る
要
で

あ
り
、
問
題
提
起
と
解
決
策
を
仲
間
と

模
索
し
て
、
ひ
た
む
き
に
挑
戦
し
続
け

た
い
も
の
で
あ
る
。

近
藤
仁
志　
記

長い畦畔 刈りあとの達成感 千葉県松戸市から

日南町

議会広報常任委員会

近
藤
委
員
長

荒
金
副
委
員
長

岡本委員

荒木委員

岩﨑委員

高橋委員


